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Solo Motherhood in Denmark 

 

 

デンマークのひとり母親に関する研究 

 

Interviewee  

      

Dr. Tine Ravn  

 

 

  

Q. 研究のバックグラウンド、関心分野を

教えてください。 

デンマークのオーフス大学政治学部の

Center for Research and Research Policyで助

教として仕事をしている。社会学者とし

て訓練を受けた。社会学者として、生殖

補助医療、ひとり母親、ジェンダー、ア

イデンティティや家族について興味を持

っている。 

2017年に PhDを取得し、学位論文では

solo motherhood(以下、ひとり母親、また

はシングルマザーと表記)(※離婚して子供

を育てている、所謂シングルマザーのこ

とではなく、一人親として子どもを産み

育てることを選択した女性のこと。選択

的シングルマザー)と生殖補助医療の意味

について研究した。最近、このテーマに

基づいて本を出版した。 

それ以外に、研究における誠実さ、倫

理、責任ある研究とイノベーションにも

関心がある。 

現在、HYBRIDAという共同研究プロジ

ェクトに参加している。それは、オルガ

ノイド技術の倫理面について研究するも

ので、欧州委員会から資金提供を受けて

いる。 

 

  

Q. 研究によって得られた主要な結果を教

えてください。研究を進めるにあたっ

て、難しい面はありましたか。 

科学と社会が交わる点に着目して、現

代社会と技術の変化を追っている。人々

と社会、新しい技術の関係、そしてこれ

らが互いにどのように影響しあっている

かに関心がある。医療との関わりについ

ては、個人と生殖補助医療の社会文化的

意味を明らかにしたいと考えている。 

ひとり母親について、伝記的ナラティ

ブの手法を用いたインタビューを通し

て、彼女たちがいかにアイデンティティ

や関係性を構築し、生殖補助医療との関

係において個人的経験を意味あるものに

しているかを明らかにした。それは、特

定の社会的ナラティブを利用し、交渉

し、変化させる時に生じる。これは、理

解という営みにおけるミクロとマクロの

関係性に関連するもの。テクノロジーが

いかにして、我々が家族を作るやり方に

影響しているか、私たちがいかにアイデ

ンティティを理解し、いかに生物遺伝的

側面と社会的側面の関係性に意味を付与

するかを、ミクロとマクロの双方から理

解するものだ。例えば、ドナーを利用し

て子供を持とうと決めたとき、生物遺伝

学的なものをどのようにみなすのか? どの

ような意味を帰属させるのか?  生物遺伝

学は、理由づけのためにどの程度重要な

のか?  どのように家族を形成するのか? 

生殖補助医療に伴うパラドックスの存

在にワクワクする。例えば、生殖補助医

療は、生殖という自然を補助するために

発展してきた。しかし、それは新しい形

の家族を作るのに利用されるようになっ

てきた。もう一つのパラドクスは、生殖

補助医療は、不妊を解決するためと称し

て発展を遂げてきたことだが、フェミニ

スト研究によれば、生殖補助医療は生殖

やジェンダーによる期待の社会化を強化

するのに役立ってきた。このパラドクス

を見るために使用したプリズムが、ひと

り母親だった。 

https://pure.au.dk/portal/en/projects/hybrida-embedding-a-comprehensive-ethical-dimension-to-organoidbased-research-and-resulting-technologies(cbba86b8-542f-4d9d-8f27-84040a8add10).html
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ひとり母親の性質を明らかにし、表層

レベルを超えたところにある共通する特

徴を明らかにしたいと思う。何らかのパ

ターンがあるのかどうかを調べたい。そ

のために伝記的ナラティブ法を用いた。

インタビュー対象者には、9学年から順を

追って自分の人生を語ってもらった。政

策分析や小規模な観察研究も実施した。 

その結果、主要な成果は、次のような

問いから生まれた。 

 

1) ひとり母親が、ひとりで子供を持つこ

とを決めた動機 

2) どのように家族を実践しているか、自

分の決定に沿ってどのように家族を構

築しているか 

3) ドナーとどのように関係を作っている

か(ドナーを親族 kinとみなしている

か、いないか、あるいはその中間な

ど) 

4) 半きょうだいをどのようにみなしてい

るか 

5) 不妊治療のステージをどのように行っ

たか (独身女性の場合、もらえる少

額の助成がある) 

 

研究の際、特に難しい問題には直面し

なかった。インタビューを行った対象者

はみな協力的だった。私の質問を歓迎し

てくれた、というのも彼女たちは社会の

ステレオタイプ(利己的だとか、夫を見つ

ける時間がないとか、自分を完璧にする

ために子供を必要としている、などの)に

ある程度、嫌気がさしていたから。そし

て、こうした前提に疑問符をつけ、社会

への啓発をしたかったから。 

彼女たちは母親になる過程で大抵障害

にぶつかっていた。だから、彼女たちの

ストーリーに公正さを付与し、自分の研

究課題とバランスすることに大きな責任

を覚えた。 

自分の研究は、今のところデンマーク

ではひとり母親についての唯一の博士論

文だ。 

 

 

Q. デンマークで精子提供はどのように行

われていますか?    

デンマークでは、2007年にレズビアン

と独身女性に生殖補助医療へのアクセス

が認められた。 

1997年から 2007年までの間、法律はな

かったが、公的な医療保険システムの中

で、レズビアンや独身女性は、生殖補助

医療を利用することを禁止されていた。 

一方、私立の助産クリニックでは、助

産師らが人工授精を提供できるという抜

け穴があった。しかし医療の中では許さ

れていなかった。だからもしシングルや

レズビアン女性が(人工授精ではなく)体外

受精を利用したいと思ったとしても、そ

れにはアクセスできなかった。つまり、

2007年までは、人工授精だけが可能だっ

た。 

2012年、配偶子に関して、匿名か、非

匿名かを依頼者が選ぶことができるシス

テムが導入された。 

この二重性は今も継続している。2018

年から、医学的理由があれば、精子と卵

子の双方の提供を受けて受精卵を作るこ

とができるようになった。この場合、精

子か卵子かどちらかは非匿名ドナーを依

頼する必要がある。 

 

 

Q. デンマークで精子提供をもっとも利用

するのはどのような人たちですか?   

マジョリティを構成するのはシングル

の女性で、このトレンドは上昇してい

る。2011年には、1,129人の女性が精子提

供を利用した。2019年には 1,870人になっ

た。これは、治療人数で、実際に子供が
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できた数ではない。一般に、年間の出生

の約 10%が生殖補助医療によるもの。そ

して年間の出生のほぼ 1%が独身の女性に

よるもの。 

 

 

Q. Solo-momの場合、精子はどこから入手

しますか?   どのようなことが考慮されま

すか?    

自分の研究の場合、精子は全て精子バ

ンクから調達されていた。それは最も一

般的なアプローチといえる。 

そうでなければ、Rainbow Familiesにコ

ンタクトするかだ。自分は Rainbow 

Familiesについて、あまり詳しくはない。

デンマークの場合、シングルの女性は精

子バンクを利用する傾向がある。その

際、公立、または私立の医療システムを

使う。(どちらを使うかは、女性の年齢に

よる) 

 

  

Q. Solo-momにとって、精子ドナーは匿名

が好まれますか?  非匿名が好まれます

か?   

一般に、非匿名ドナーが好まれる傾向

がある。それは、社会全体の潮流に従っ

たもの。現在、遺伝的な繋がりを知るこ

とは、子供にとってますます重要だと考

えられるようになってきている。研究に

よれば、ひとり母親は、早い時期に子ど

もに告知する傾向があることが報告され

ている。国際的な精子バンクのクリオス

(Cryos)では、ここ数年、オープンドナー

や、詳細なプロフィールを公開している

ドナーの人気が高まっているとしてい

る。オープンドナーの精子は不足しがち

なので需給は逆になっている。このこと

は多少の問題にはなっているものの、ド

ナーの方も、徐々に自分のアイデンティ

ティが知られることに抵抗がなくなって

きている。 

自分の研究では、15人の女性が、オー

プンドナーを選んだ。子供が大きくなっ

たらコンタクトできるように。7人の女性

は、コンタクトできないドナーを選ん

だ。後者のグループの人たちは、オープ

ンのドナーの場合、ドナーは、子供が大

きくなったら父親になれるかのような誤

った期待を持つのではないか、というこ

とを、オープンドナーを選ばない理由と

してあげていた。しかし、大多数の女性

たちは、子供がいずれドナーにコンタク

トできるということを重要だと考えてい

た。彼女たちは、子供は父親の家系につ

いてもっと知りたいと興味を持つだろう

と考えていて、それを決めるのは自分で

はなく子供達であるべきだと主張した。 

ひとり母親の女性は子供に誕生のスト

ーリーを話すために、自分の出産がポジ

ティブなものだということに価値を置い

ている。それは、子供がどうやってこの

世に来たかのストーリーだから。ドナー

の情報を知らせることができれば、それ

はこのポジティプなナラティブの一部と

して役立つ。 

 

 

Q. 精子ドナーを利用する solo-momの間

でどのような選好がみられますか?   

医療システムの中では、早い段階から

ドクターたちは自分と似たドナーを選ぶ

ように女性たちにアドバイスしてきた。

母親と子供の身体的特徴が似るように。 

調査した女性のすべてが白人で、“完璧な”

ドナーを見つけるために時間と労力を費

やしていた。外見が似た子供を作るとい

うことは、重要な要素の一つ。女性たち

は、ドナーと価値観が似ていることも求

めていた。ある意味、何らかの形で関係

したいという気持ちがあるのだろう。 

https://www.cryosinternational.com/ja-jp/dk-shop/%e5%80%8b%e4%ba%ba%e3%81%ae%e3%81%8a%e5%ae%a2%e6%a7%98/
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デンマークでは、ドナーを選ぶ際、選

択肢がたくさんある。オープンドナーを

選ぶなら、プロフィールの情報をたくさ

んもらえる。子供時代の話、子供の時の

写真、また、ドナーが実際に話している

声を聞くことすらできる場合もある。ド

ナーは、自分のモチベーションを手紙に

したためる。それは、親にとっては、子

供が将来どのような人物に会うことにな

るのかの確認にもなる。もちろん、医学

的に詳細な情報にもアクセスできる。 

女性たちは、新しいドナーが現れたな

ら、しばしば迅速に選択しなければなら

なかった。女性たちはドナーを選びすぎ

て途中で疲れてくる。それで、あまり好

みでない第二希望、第三志望も決めなけ

ればならない。ドナーを何度も変更しな

ければならないため、女性はドナーの選

択に関してある程度、手段的にならざる

を得ない。 

 

 

Q. デンマークでシングルの女性が精子提

供を利用して子どもを育てていくとき、

不利益や差別はありますか?  

一般に、そのような不利益はない。あ

る研究によれば、シングルの母親の子供

達は、すくすくと育っている。だから、

伝統的家族の中で育つ子供と比べて、調

整しなければならない困難として特記す

べきことはない。 

さらに、家族の形成に関して多様性が

ますます認められるようになっているの

で、シングルの母親は、非伝統的な家族

の中で育っている他の子供たちと、自分

の子供が出会うことを期待できる。ひと

り母親の子供たちは、他の子供たちとそ

れほど違っているわけではない。 

女性たちは、シングルで子供を持つ女

性に対して、世間にいくらかネガティブ

でステレオタイプな見方があることは知

っている。しかし、最近はこの表現に変

化が見られるようになってきた。 

デンマークでは、国から不妊治療に関

する統計が発表されるとき、毎回、なぜ

女性はこの方法を選択できるのに男性は

できないのだと疑問の声が上がるように

なってきている。 

全体としてシングルの女性、そして、

ひいてはシングルの母親をどのようにみ

なすかということについて、社会におけ

るディスコースには変化が生じている。 

もう一つのポイントは、女性たちがド

ナーを選ぶとき、それは父親を選んでい

るのではなく、子供を選んでいる、とい

うことだ。だからそれは偶然に委ねるの

ではなく、計画されたもの。血縁(kin)と

は何か、ドナーやドナーきょうだいとど

のように付き合うか、といった新しい検

討課題に直面する。 

それは倫理的な決断であるようにも見

える。というのは、父親の系譜がわから

ない子供をこの世に生み出す選択になる

から。 

女性たちは、個人的なネットワークか

ら強力なサポートを得ていると感じてい

る。一方で、それについて議論するソー

シャルメディアのスレッドはそれほどサ

ポーティブでないと感じている。女性た

ちは、子供をこの世に生み出すことがで

きるし、その子供たちをきちんと育てて

いると感じている。 

  

 

Q. ドナーやドナーきょうだいとの交流は

活発ですか? 

インタビューをしたのは何年か前。だ

から当時に比べれば今は互いを発見する

機会はもっと増えている。女性たちは、

当時、意思決定をする過程で将来、半き

ょうだいと出会う可能性について多くの

ことを考えていたわけではなかった。 



 

 5 

@YURI HIBINO 

 

 

 

何人かの女性は、子供が生まれて初め

てそのことを考えるようになった。相手

の Facebookのページなどを見た女性もい

たが、その多くが、子供はまだ小さく、

半きょうだいを見つけて今すぐに連絡を

とるのは適切ではないと思った。 

彼女たちは、半きょうだいの存在には

興味を持っていて、子供が成長したら、

この可能性にアクセスすることことがで

きると考えている。これらの「半きょう

だい」は既存の親族システムに合致しな

いため、どのような人間関係が作られる

かを想像することは難しい。 彼女たちは

それに正当性を付与するための語彙を持

っていない。 

最初にインタビューをした何人かの女

性は、その後、半きょうだいとの関係を

つくった。 ある研究によると、シングル

女性は、子供を育てるにあたって、父親

の存在がないため、新しい家族ネットワ

ークをより受け入れる傾向がある。 

 

  

Q. Solo-momの場合、精子ドナーとどのよ

うに境界を作りますか?  

レズビアン家族について、自分は調査

をしていないが、文献を読むと、レズビ

アンの女性たちは、オープンドナーを好

まないようだ。それに対して、ひとり母

親の女性は、パートナーがいないため、

ドナーに対してレズビアンカップルとは

異なった重要性を付与しているようだ。 

シングルの母親がドナーをどう思って

いるのか、興味深い問いはたくさんあ

る。 

例えば、ドナーは親族(kin)なのか、親

族ではないのか?  ドナーのアイデンティ

ティがオープンになっていく動向はこの

ことにどう影響するか?  そこには、緊張

関係がある。子供とドナーは、遺伝的に

つながっている。しかし、もし匿名な

ら、実際に会う可能性はない。このよう

な関係は、既存の親族システムの中に明

確な位置がない。この関係を表す言葉が

ない。 

インタビューしたシングルの母親たち

は、この親族関係をマネジメントするこ

とに骨を折っていた。配偶子提供は、最

後の手段だと考えられている。そして、

より個人的な結びつきを作ると考えられ

ている(遺伝的父親は、子供がこの世に生

み出された物語の一部となる)。親族(kin)

と非親族(non-kin)の境界を分けるのは難し

い。 

このことについて明確なパターンは存

在しない。パターンはむしろプロセスを

考えている最初の段階や、ドナーを選ん

でいる段階でより顕著だ。 

ドナーの意味についての問いは、子供

が成長して、父親について聞いてくるよ

うになる時に新しい段階に入る。 

 

 

Q. Solo-momにとって、自分で産むこと

や、遺伝的つながりにどの程度こだわり

がありますか?  

シングルの母親たちは、自分と遺伝的

にも生物学的にもつながった子供が欲し

くてたまらないと感じている。子供を自

分で産むことができるし、妊娠を経験し

たいと思っている。 

ケンブリッジ大学の Suzanne Graham教

授と共同で、英国とデンマークのひとり

母親に関する比較研究を行なった。両国

のマインドセットは異なっていた。例え

は、英国では養子は、「究極の道徳的決

断」であり、デンマークではそうではな

かった。デンマークでは国際養子につい

てかなり批判的な見方があり、それが意

思決定に影響を与えている。デンマーク

のシングル女性が養子をとるのはかなり

難しい。シングルの女性に紹介される子
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供たちは、障害があるケースもあり、シ

ングルの親にとっては、大きな困難とな

る。インタビューしたほとんどの女性た

ちは、決して養子をしないとは言わなか

ったが、それよりは明らかに精子提供を

受けることを選好していた。 

これにより、前向きなストーリーが可

能になる。これは「偶然ではなく、計画

された選択」だと言える。それに対し

て、妊娠するために一晩の情事を持つこ

とは望ましいとは考えられていない。女

性たちは、妊娠するまでのストーリー

が、ポジティブで道徳的なものであるこ

とを望んでいた。 

  

 

Q.また今後の研究の展望について教えて

ください。 

現在のところ、ひとり母親についての

研究を継続することは考えていない。他

にやるべき研究があるので。今後、ネッ

トワークを広げて日本とも国際共同研究

を行う計画がある(リーダーは Dr.Stine 

Willum Adrian)。自分にとっては興味深い

機会になると思っている。 

 

 

 

(2021年 10月) 

 

 

 

 

 

Tine Ravn Link 

 

デンマークのオーフス大学政治学部の

Center for Research and Research Policyで

助教として仕事をしている。社会学者 

研究領域は、生殖補助医療の社会的、法

的および倫理的側面、知識社会学、家族

社会学など。 

精子提供で子をもったシングルの女性に

ついてインタビューを実施し、論文及び

書籍を出版した。 
 

著書 

・Tine Ravn 2021 Lived Realities of Solo 

Motherhood, Donor Conception and 

Medically Assisted Reproduction. Emerald 

Publishing Limited Link 

 

論文 

・Tine Ravn 2017 Strategies for life: Lived 

realities of solo motherhood, kinship and 

medically assisted reproduction. PhD 
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